
■これまでに市に寄せられたご意見、ご要望など

項目 主なご意見・ご要望主旨 

１ 利活用提案 ・旧赤星邸は、新旧カルチャーを発信できる場所として、市に所縁のあるアー
ティスト等が中心となって活動し、地域の活性化に繋げていければ良いと考
える。

・建物は、レーモンド設計建築部分のみ活用、ギャラリーや多目的に貸し出す
などのほか、ムービーやスチール撮影等のハウススタジオとしての運営が考
えられる。

・庭は、現状の景観を維持しながら、週替わり、月毎にテラスにてカフェの運
営のほか、フリーマーケットなどのイベントに使用できる。

・また、施設のネーミングや、内外に統一したイメージをつくるための戦略と
して、シンボルマークやロゴといった視覚の統一を図り、建築好きだけでな
く、様々な方々に利用頂けるよう、若い世代にも受け入れられる普遍的なイ
メージブランディングが必要である。ロゴなどの活用による物販などによる
収益性も考えられる。

２ 利活用提案 市内で銭湯が無くなっている。コミュニティ拠点として、この場所を銭湯にで
きないか。 

３ 利活用提案 利活用にあたっては、民間の活力を最大限活かした活用を。 
１．空間特徴を活かし、多人数が宿泊可能な宿泊施設 
２．踏み荒らされていない環境下で貴重な樹木と在来種が今も生育している可

能性があり、重要な緑の拠点として保全する 
３．みどりと建物を一体とした武蔵野ならではの文化の発信拠点 
４．災害時の地域防災拠点としての活用 
５．国内外横断的なネットワークを形成し、市の景勝地として地域全体の更な

る活性化図るとともに、ここから文化発信を図る 
６．歴史的資産の継承活用 
＊「旧赤星邸の活用を考えよう」参照 （３ページ以降） 
（令和２(2020)年２月 1 日、同会開催ワークショップの意見集約） 

４ ご意見 ・南側の樹木が繁茂しており、昼間でも暗く、風が通らない。
・小動物（たぬき、ハクビシン、ねずみ）が増えた様に思う。

５ 要望 ・近隣のプライバシーの確保に対して配慮して欲しい。
６ 要望 ・今後の利活用検討にあたっては、市民の意見を聞いてもらいたい。
７ 要望 これまで旧赤星鉄馬邸に関し、査読付論文(建築学会計画系論文集)や、国際学

会(Docomomo International Conference 2022 及び 2020)、学会発表(建築学
会大会)等にて、さまざまな側面より学術的な分析を行ってきた。旧赤星邸の
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学術的な既往研究を調査した結果、これまで他に調査された方はほとんどお
られず、当方の研究が上がってくるのみのため、研究成果に一定の価値はある
ものと認識している。旧赤星鉄馬邸の研究を行ってきたことを踏まえ、これま
での研究成果や国際学会における海外研究者のコメント等を伝える機会をい
ただきたい。 
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旧赤星邸の活用を考えよう

日時：2020年2月1日（土）14:00�18:00

（意見を付箋に書いて頂きました。 最初に ·をつけた意見が付箋1枚分です。）

くコンセプト＞

社会包摂(Social Inclusion) 

・全世代を対象に、 社会的に孤立する人を作らない

•読みきれないTotalityへもう 一度戻ろう

育成 一 育てる ・ 育つ

・育てる

・子どもから大学生までの成長

海外との交流のための施設

プログラムを中心とする

・人、 地域、 コミュニティ、 育ち、 育てる

自然

・自然を楽しむ

継承

・末永く継承される家と庭

・武蔵野の文化の伝統を継承する

・武蔵野市指定文化財にする

・レ ー モンドの思想を大事にする
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